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昭
和　

年
に
開
設
し
、
長
年
区
民
の
皆
さ
ん
に
愛
さ
れ
て
き
た
杉
並
公
会
堂
は
、
老
朽
化
の
た
め
、　

３２

１５

年
度
か
ら
改
築
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
区
民
の
皆
さ
ん
が
優
れ
た
文
化
や
芸
術
に
出
会
う
た
め
の
文
化

の
拠
点
と
し
て
、
公
会
堂
が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
旧
公
会
堂
の
素
晴
ら
し
い
伝
統
を
受
け
継
ぎ
、「
杉

並
区
民
の
た
め
の
公
会
堂
」
を
目
指
し
ま
す
。

　２階から上の外壁は「アンビエント・フィルター」といわれる柔らかな半透明の皮膜で覆われ
たガラスを使用し、周辺との調和を大切にした構造となっています。
　建物内部から外が見えない配慮をしてあり、夜になると外部にもれる優しい光は内部の動きを
影絵のように映し出します。

　広いラウンジは、カフェとシ
ョップを利用する方がくつろ
ぎ、楽しみ、憩える空間です。
だれもが立ち寄ってみたくなる
ような、街のにぎわいとハーモ
ニーを演出します。

施設内部の紹介は2～3面へ

新・杉並公会堂が6月1日（木）にオープン

▲

〒１６７‐００４３上荻１‐２３‐１５　�３２２０‐０４０１
 http://www.suginamikoukaidou.com/HP

◇事業主　ＰＦＩ杉並公会堂（株）
◇運営会社　（株）京王設備サービス

〈杉並公会堂〉

◇利用申し込み・問い合わせ
杉並公会堂管理事務室
　● 営業時間＝月～金曜日午前９時～午後７時／
土曜日午前９時～午後５時
　● 休業日＝５月３１日までは日曜日・祝日／６月以
降は年中無休（臨時休館による休業の場合あり）
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利用区分利用時間利用単位利用施設名

区分のいずれか、または複
数区分を連続して利用でき
ます

９時～正午午前

区分時間大ホール
小ホール

１時～５時午後

６時～１０時夜間

――午前９時～午後１０時全日利用

２時間以上から１時間単位
で利用できます午前９時～午後１０時

時間利用グランサロン
スタジオ
（Ａ～Ｅ）

――全日利用

　シューボックス型（※）のホール形状を採用し、本格的なクラシックコ
ンサートが行える高品質なホールです。大編成の演奏会はもとより、集
会や式典・講演会など様々なイベントにも利用できます（客席数１１９０席）。

　コーラス、軽音楽、ダンスや演劇などの練習
に使えるスタジオです。
【面　　積】３２m

2

 
【収容人数】コーラスで３０名
【常設備品】グランドピアノ

　ロックやジャズなど１０名程度のグループが
十分なゆとりをもって利用できます。軽音楽
の練習に最適です。
【面　　積】２４m

2

 
【収容人数】バンドで１０名
【常設備品】ＰＡセット、ドラムセット、キー
ボード

スタジオＡスタジオＡ スタジオＣスタジオＣ

スタジオＤスタジオＤ

スタジオＥスタジオＥ

スタジオＢスタジオＢ

　平土間状態（２１５m
2

 ）をベースとしており、演劇、演奏
会、音楽発表会や講演会、パーティーなど多目的な利用
が可能です。客席は段床形式（客席数１９４席）に切り替
えることで、容易に劇場用の空間に変更できます。

　大ホールの舞台と同じ規模の大きなスペースです（２４５
m

2

 ）。オーケストラのリハーサルをはじめ、発表会など
が行える広さと設備を備えています。

　費用などの詳細は杉並公会堂管理事務室（１面参照）へお問い合わせ
ください。「ご利用案内」をお送りします。

【利用可能日】年中無休。ただし、設備の保守点検などにより臨時休館
する場合があります。
【利用時間など】下表のとおり

〈
大
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
〉

〈
グ
ラ
ン
サ
ロ
ン
・
ス
タ
ジ
オ
〉

　

１
・
杉
並
公
会
堂
管
理
事
務
室
で
利
用
申
請
書
を
提
出
（
先
着
順
）

　

２
・
施
設
利
用
料
金
の
支
払
い
（
領
収
書
発
行
）

　

３
・
利
用
内
定
通
知
書
・
利
用
許
可
証
の
発
送

　

４
・
事
前
打
ち
合
わ
せ
（
グ
ラ
ン
サ
ロ
ン
の
み
）

　

５
・
利
用
当
日　

楽
屋
、付
帯
設
備
・
備
品
利
用
料
金
な
ど
の
支
払
い

　次のサポートメニューが利用でき

ます（有料）。詳細は杉並公会堂管理

事務室�３２２０‐０４０１へお問い合わせ

ください。

◇舞台・音響・照明・映像などのオペ

レーター、受付もぎり、客席案内な

ど運営スタッフの手配

◇公演などの前売券の販売および「チ

ケットぴあ」へのあっせん

◇公演時などの託児サービス

◇舞台用看板、告知用看板、生花、弁

当など、催事に必要な物品の手配

　１階ハーモニープラザに面し、芸術と区民と
のかかわりをより高める施設として、合唱練習
やアンサンブルなどのクラシック音楽の練習に
最適です。
【面　　積】４６m

2

 
【収容人数】コーラスで５０名
【常設備品】グランドピアノ

※シューボックス型＝「靴箱（シューボックス）」のように長方
形のホールで、音の響きの良さが大きな特徴です。

　

１
・
杉
並
公
会
堂
管
理
事
務
室
で
利
用
計
画
書
を
提
出

　

２
・
第
一
次
利
用
申
込
締
切

　

３
・
利
用
日
程
の
調
整

　

４
・
抽
選

４
‐
１
・
抽
選
翌
日
か
ら
第
二

次
利
用
申
し
込
み
開
始
（
先
着

順
）

４
‐
２
・
利
用
計
画
書
を
提
出

　

５
・
利
用
内
定
通
知
書
の
発
送

　

６
・
施
設
利
用
料
金
の
支
払
い

　

７
・
利
用
許
可
証
の
発
送

　

８
・
事
前
打
ち
合
わ
せ

　

９
・
利
用
当
日　

楽
屋
、付
帯
設
備
・
備
品
利
用
料
金
な
ど
の
支
払
い

�

【
利
用
申
し
込
み
の
な
が
れ
】

　全国有数の音響効果を備え
た大ホールで、内外の著名な
オーケストラや演奏家による
コンサートを存分に楽しめま
す。また、クラシックのみな
らず、さまざまな分野の音楽
の鑑賞機会を設けます。

杉並の音楽文化のシンボル 利用サービスの向上

　公共ホールとしては全国初
のＰＦＩ事業（※）により、
民間事業者の運営ノウハウな
どを活かし、利用者の立場に
立った各種サービスの向上を
図ります。
※ＰＦＩ事業＝民間の資金や技
術を使って公共施設などを建
設・運営する事業。

区民の文化・芸術活動の支援

　区民の皆さんが練習や創作、
発表などができる場を提供しま
す。大ホールのほか、さまざま
な目的に活用できる小ホール、
オーケストラのリハーサルなど
に最適なグランサロン、音楽な
どの練習に対応できる大小５つ
のスタジオを用意しています。
また、文化・芸術活動に必要な情
報の発信を行います。

ご 利 用 に つ い て

　小ホールの舞台と同規模の広いスペースが
特徴です。演劇、バレエ、舞踊レッスンやアン
サンブルなどの練習に適しています。
【面　　積】５８m

2

 
【収容人数】ダンスレッスンで２０名
【常設備品】簡易ＰＡ装置、レッスンバー、鏡
など

　ロック、ジャズなどのバンド練習に最適です。
【面　　積】１５m

2

 
【収容人数】バンドで５～６名
【常設備品】ＰＡセット、ドラムセット、キー
ボード

サポートメニューを用意しています
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古紙配合率１００％再生紙を使用しています

◇
杉
並
公
会
堂
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
記
念

公
演

　

「
私
た
ち
の
す
ぎ
な
み
」
〜
谷
川

俊
太
郎
さ
ん
･
賢
作
さ
ん
と 
綴 
る
つ
づ

子
ど
も
た
ち
の
詩
と
歌
と
映
像

　
 

５
月　

日 

午
後
４
時
〜
４
時

１４

　

分
（
３
時　

分
開
場
） 

出
演
＝

４５

４０

谷
川
俊
太
郎
（
朗
読
）、
谷
川
賢
作

（
ピ
ア
ノ
演
奏
）、区
内
在
住
･
在
学

時

（日）

内

第
五
〇
回
杉
並
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム 

杉
並
公
会
堂
落
成
記
念
チ
ャ
リ
テ
ィ
演
奏
会 

　
　

も
う
一
度
歌
お
う　

天
満
敦
子　

小
林
亜
星
を
弾
く

　
 

６
月
１
日 

午
後
６
時　

分
３０

（
５
時　

分
開
場
・
区
共
催
） 

杉

３０

並
公
会
堂
大
ホ
ー
ル 

出
演
＝
野
坂

昭
如
（
作
詩
）、
檀
ふ
み
（
朗
読
）、

小
林
亜
星
（
作
曲
）、
天
満
敦
子
（
バ

イ
オ
リ
ン
）、
永
六
輔
（
語
り
）、
上

野
正
博
（
指
揮
）、
東
京
ニ
ュ
ー
フ
ィ

ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
管
弦
楽
団 

一
一

九
〇
席
（
全
席
指
定
） 

Ａ
席
五
〇

〇
〇
円
、
Ｂ
席
四
〇
〇
〇
円 

席
の

種
別
、
人
数
分
の
料
金
と
電
話
番
号

を
明
記
し
て
住
所
・
氏
名
を
書
い
た

返
信
用
封
筒
（
八
〇
円
切
手
を
は
っ

時

（木）

場

内

定

費

申

て
く
だ
さ
い
）
を
同
封
の
上
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
杉
並
文
化
村
事
務
局
（
〒　

‐
８

１６７

５
６
０
天
沼
３
―　

―
２
）
へ
郵
送

１０

 

同
事
務
局
・
渡
辺
�
３
２
２
０
‐

０
０
２
１
（
水
曜
日
定
休
）

◇
区
民
三
〇
名
を
無
料
招
待

　
 

往
復
ハ
ガ
キ
（
広
報
す
ぎ
な
み

通
常
号
５
面
記
入
例
参
照
）
で
、
４

月　

日
（
必
着
）
ま
で
に
社
会
教
育

１８
セ
ン
タ
ー
（
〒　

‐
０
０
１
１
梅
里

１６６

１
―　

―　

）
へ
（
抽
選
）　
 

同
セ

２２

３２

ン
タ
ー
�
３
３
１
７
‐
６
６
２
１

問
申

問

▲永　六輔▲檀　ふみ

▲野坂　昭如 ▲天満　敦子

　この度は３年の歳月をかけて区民の文
化の殿堂になるべく新杉並公会堂が落成
し、誠におめでとうございます。この記
念すべき６月１日のこけら落しに、杉並
文化フォーラム５０回記念チャリティコン
サートを催す機会を与えてくださった、
区長始め関係者各位の皆様に、文化村を
代表して深く感謝申し上げます。
　この日のために、杉並文化村前村長野

坂昭如が、病に倒れて３年の沈黙を破り、平和を願う渾身（こん
しん）の詩作｢もう一度歌おう｣を書き下ろしてくれました。この
詩に堀ノ内在住の私が音楽を書き、私の後輩檀ふみがこれを朗読
し、本天沼が実家の、あの｢望郷のバラード｣の天満敦子が、東京
ニューフィルと共にこれを演奏します。野坂の友人永六輔も駆け
つけてくれます。
　まさに杉並区民による、杉並区民のための、そして杉並から発
信する催しになると信じております。どうぞいらっしゃってくだ
さい。６月１日、皆様にお目に掛かるのを楽しみにしております。

の
児
童
･
生
徒
（
朗
読
）、
杉
並
学
院

高
等
学
校
合
唱
部
▽
演
出
＝
保
科
耕

一
（
テ
ア
ト
ル
･
エ
コ
ー
） 

三
〇

〇
名
（
予
定
） 

無
料 

往
復
ハ
ガ

キ
（
広
報
す
ぎ
な
み
通
常
号
５
面
記

入
例
参
照
）
で
、
４
月　

日
（
必
着
）

２５

ま
で
に
杉
並
公
会
堂
管
理
事
務
室

（
１
面
参
照
）
へ
（
抽
選
）

◇
杉
並
公
会
堂
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ
ス

　

杉
並
公
会
堂
を
一
日
開
放
し
ま

す
。
ふ
だ
ん
は
入
れ
な
い
ホ
ー
ル
の

定

費

申

裏
側
や
楽
屋
な
ど
を
見
学
で
き
ま

す
。
ま
た
、
太
鼓
や
も
ち
つ
き
、「
す

ぎ
な
み
地
域
大
学
」
の
開
校
記
念
講

演
会
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

　
 

５
月　

日 

午
前　

時
〜
午
後

２８

１０

４
時 

当
日
、
直
接
会
場
へ

☆

　
 

杉
並
公
会
堂
管
理
事
務
室
�
５

３
４
７
‐
４
４
５
０
（
催
し
専
用
電

話
） 時

（日）

申
問

　オープニング
記念祝典に客席
ではなく、舞台
の側から参加す
る機会を与えら
れたおかげで、
新しい杉並公会
堂が大変身近な
ものになりまし
た。
　これからは区民の皆さんも、公会堂の
客席に座るだけでなく、舞台とそのほか
の施設を自分たちのものと考えて、さま
ざまなアイデアで活用してくれるとい
いなあと思います。
　ハードが完成したことをお祝いする
とともに、ソフトへの期待をこめて。

作曲家
小林　亜星さん

�
区
民
が
集
え
る
カ
フ
ェ
も
あ
り
ま
す

　まばゆいばかりに完成したホールに体が震えた。その柔
かな響き。心に染み入る音たちの輝き。日本フィルが５０年
かかってやっとたぐり寄せることができた幸せ。表現する
ことももどかしい程の感動で体内を火花が走った。
　大きなお心で日本フィルを支えてくださっている杉並
区の皆様、関係者の方々に心からの感謝を申し上げ、私達
は皆様に最高の音楽でお応えすることを約束させて戴き
ます。本当にありがとうございました。

指揮者
小林　研一郎さん

杉並区と友好提携を結んでいる
日本フィルハーモニー交響楽団
の音楽監督

　杉並公会堂のリニュウアル・オープン、誠におめでと
うございます。旧杉並公会堂は、私にとっても我が家の
子どもたちにとっても、小学校、中学校を通して、合唱
コンクールやさまざまな式典など、親子二代の思い出の
ある場所でした。しかし、公会堂も時代の流れと共に変
化していかなければなりません。新たに生まれ変わった
ことで、杉並のみならず、その役割を大きく拡げ、文
化・芸術の発信・交流の場として、多くの皆さんに愛さ
れることを願ってやみません。

詩人・作家　ねじめ　正一さん旧公会堂｢さよならフ
ェスティバル｣に出演

詩人
谷川　俊太郎さん

▲谷川　賢作




